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2014年診療報酬改定研究会のご案内

３月 28 日（金）
　14：00 ～
尼崎商工会議所
7 階 701 会議室

●伊丹会場

　　　（医科）3 月 27 日（木）14：00 ～　伊丹シティホテル
　　　（歯科）3 月 27 日（木）19：00 ～　伊丹シティホテル
　

●西宮会場　
　　　（医科）3 月 25 日（火）14：00 ～　西宮勤労会館
　

●神戸会場②

　　　（医科）3 月 29 日（土）14：00 ～　兵庫県農業会館大ホール
　　　（歯科）4 月  6  日（日）14：00 ～　保険医協会
　

●薬科

　　　　　　 ４月 26 日（土）15：00 ～　保険医協会

尼崎会場
（医科・診療所対象）

※当日は、資料引換ハガキを

　必ずご持参ください。

　尼崎市内のクボタ旧神崎工場周辺で中皮腫を発症し、

死亡したとして、遺族がクボタと国を相手に謝罪と損

害賠償を求めていた裁判で、大阪高裁は３月６日、神

戸地裁判決に続いてクボタの責任を認め、損害賠償を

命じる判決を言い渡した。未曽有の被害を引き起こし

た原因企業のクボタの法的責任が司法の場で２度にわ

たり断罪された。

　しかし、アスベストの飛散範囲を工場周辺３００ｍ

の範囲に限定し、原告１人については請求を棄却した。

環境保全機構の調査でも、飛散は１・５㎞を超えてお

り、クボタ自身も１・５㎞の範囲で「救済金」を支払っ

ており、３００ｍに限定した判決は不当である。

　国については近隣曝露の危険性を予見すべき医学的所見は集積していなかったとして、責任を認めなかったが、旧

工場周辺での健康被害の存在を無視し、大気汚染防止法による規制をしなかった責任は免れない。

　クボタ旧工場での石綿の使用中止から 20 年近く経過したが、潜伏期間は 20 年から 40 年に及ぶため、被害者は増

加の一途をたどり、今後も増加する見込みである。

　同裁判を支援する「アスベスト被害からいのちと健康を守る尼崎の会」会長の船越正信先生（尼崎医療生協理事長）

は、判決後に開かれた報告集会で「今後も拡大していくすべてのアスベスト被害者を救済することが目的。最高裁に

向けて引き続き支援の運動を強めよう」と述べた。

　協会尼崎支部は「アスベスト被害からいのちと健康を守る尼崎の会」に参加し、八木秀満支部長が同会代表委員を

つとめるとともに、高裁判決に向けて４８０筆の署名を届けるなど、継続的な支援を行っている。

尼崎アスベスト訴訟高裁判決

クボタの責任を断罪
距離によって被害者分断

　船越正信先生がラジオ関西（ＡＭ５５８ｋＨｚ /

県北部１３９５ｋＨｚ）で放送中の「寺谷一紀と！い・

しょく・じゅう」内の「医療知ろう！」のコーナー（毎

週木曜 19 時 40 分ごろ～ 20 時放送）に出演する。テー

マは「尼崎アスベスト公害、高裁判決の意義と今後

の運動」についてで、３月 27 日、放送する。

　ぜひお聞き願いたい。

船越先生のお話を放送

判決に臨む原告団
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第 482回幹事会だより
２月 21 日（金） 於 ＪＲ尼崎「折尾」　参加：４人

○ 尼崎支部の会員数と組織率
　２/20 現在　医科 380 人、歯科 144 人

○ 医療をめぐる情勢と運動対策
　当面の支部活動、地域医療、医療情勢などについて意見交換した。

○ 次回の幹事会
　３月 28 日にＪＲ立花「アッパ」にて開催。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1805 長澤まで

2．15 近畿総決起集会

日　時　5月 24日（土）　14時～ 16時 30分
テーマ　「接遇の基礎とクレーム対応」
講　師　大手前短期大学教授　水原道子先生
会　場　尼崎商工会議所601号室
参加費　1000円

※後日改めてご案内いたします。

職員接遇研修会のご案内
　２月 15 日、社会保障改悪反対を掲げた「いのち奪う暴走政治にストップを！２・15 近畿総決起集会」が、大阪・

御堂会館大ホールで開かれ、実行委員会に参加する兵庫協会をはじめ近畿各地から 1000 人を超える参加者が集まっ

た。尼崎支部からは、八木支部長、西原理事、髙田評議員ら６人が参加した。

　集会では、冒頭に住江憲勇保団連会長が来賓あいさつを行い、基調報告に立った安田雅章・大阪協会副理事長（実

行委員会事務局長）が、医療機関が抱える消費税損税の負担に言及し、「消費税増税をやめ、患者の窓口負担を引き

下げるべき」と強調。

　また、「教えて！日本にはお金がないの？石川康宏ゼミナール」と題して、神戸女学院大学教授の石川康宏氏が、

寸劇形式で、日本の財政やアベノミクス、ＴＰＰの問題点、被災地の現状と課題など、わかりやすく解説したほか、

消費税や難病患者の負担の問題、生活保護、ＴＰＰと医療、年金問題について、消費者団体や患者、医療従事者など

からリレートークが行われた。

　集会終了後には、八木、西原、髙田各先生が他の参加者とともに、「社会保障まもれ！」と雪のちらつく御堂筋を

白衣姿でパレードし、通行人らにアピールした。

寒空の下、御堂筋を力強くパレードした

兵庫協会から参加の先生方 1000 人を超える参加者でいっぱいの御堂会館

いのち奪う暴走政治にストップを！

兵庫県保険医協会共済部 （０７８-３９３-１８０５）

休業保障制度
－病気やケガの時も安心して療養－

入院１日１口　　８０００円
自宅１日１口　　６０００円

入院１カ月８口　１９２万円
自宅１カ月８口　１４４万円

給付金額最大　４３０４万円
（８口加入全期間入院の場合）

４月１日～募集開始 ( ８月１日発足 )

年齢 １口 ３口 ５口 ８口

～29歳 2,500円 7,500円 12,500円 20,000円

30歳～39歳 2,800円 8,400円 14,000円 22,400円

40歳～49歳 3,000円 9,000円 15,000円 24,000円

50歳 3,300円 9,900円 16,500円 26,400円

51歳～54歳 3,300円 9,900円 16,500円 -

55歳～59歳 3,700円 11,100円 18,500円 -

月

額

掛

金

１． 割安な掛金が満期まで上がりません

２． 掛け捨てではありません

３． 最長７５歳まで、 ７３０日の充実保障

４． 弔慰・高度障害給付あり

５． うつ病等の精神疾患、認知症も給付

６． 妊娠・出産に起因する併発病、帝王切開

　　も給付

７． 自宅療養、代診をおいても給付

８． 所得補償保険との重複受給ＯＫ

傷病による休業時の補償に、 高い保険料を払っていませんか？

「休業保障制度」 は自前の共済だから、 保険会社の利益も、 高額な代理店手数料も

含んでいません。 加入時に加えて１０年後、 ２０年後の補償と保険料を比較してください。


